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横川駅前広場交通結節点改善事業に合わせて、横川駅前広場が大き

く変わる訳ですが、「ここに何か、まちのシンボルを作れないか」とい

うことで広島市の街路課の担当者から最初に話をいただいたのが

2002 年の春頃だったと記憶しています。 

バスが写っている一枚の写真を提示され、このバスをモニュメント

として広場に設置したいということで、それを作成するための設計図

の作成を依頼されたところです。 

私も過去、自動車のデザインに関する仕事に携わっていたこともあ

り、乗り物に興味があり、これは何かと聞いたところ、今から約 100 年前の 1905 年に撮られた、

横川から可部というところまで走ったバスということでした。また、それは日本で初めて走ったバ

スということで、日本にとっても非常に記念すべき歴史があるということを知り、興味を持ち、楽

しみを感じながら、引き受けたところです。 

具体的な作業は、一枚の写真をもとに、立体図をおこし、絵

にして、図面化していくというものです。広島市の担当者から

の依頼はここまでであったが、ちょっとした出来心というか、

バスは走るものだからという考えから、作成したデータを活用

して、横川商店街を走る映像を作成することにしました。 

これが契機となったどうかは分かりませんが、動かないモニ

ュメントから、実際に走れるモニュメントへと夢が広がった訳

です。 

ここから、実際に動くレトロバスを作ろうということで、作るからには、当時のものと遜色ない

ようにということで、京都や明治村に似たような年代の路面電車を見に行き、内装、外装、寸法な

どの調査を行いました。作成には、エンジンも解体して、調査した内装等をもとに、オリジナルに

忠実に再現するということで行いました。 

トータルで 231 日かけて作成した訳ですが、地元の

方、ボランティアの方、広島市の方など、立場や役職

を超え、土日、アフターファイブを利用しながら、広

島市立大学の工房でコツコツと作業しました。お披露

目の前日の夜中の 3 時に完成して、横川駅までトラッ

クに載せて運んだところです。 

無事に横川駅前広場の完成式典に間に合うことがで

きたのですが、本音を言うと当時と同じく、横川から

可部まで実際に走らせたいという思いがありました。エンジンもありますし、走ることは可能なの

ですが、現在の車検制度では公道を走ることができません。これについては、何とか思案した揚句、



広島市の方も駆けずり回って、太田川の河川敷で走ることができ、自走しました。 

その後、トラックの荷台に載せ、可部まで運び、可部の方

でも盛大な歓迎を受けました。 

現在、このレトロバスは横川駅前広場に設置した車庫にあ

ります。実は、この車庫は、広島市がバスのモニュメントを

作る予算として確保していたものを、このレトロバスは地元

で何とかするから、その予算で車庫を作ってくれと要望した

ものです。役所のことですから、一度決めたものを覆すのは

大変なご苦労があったと思います。 

そのおかげもあって、休日には、オープンカフェなどに活用されるなど、地元での様々なイベン

トに使われています。 

さて、作成したレトロバスですが、一連のイベント終了後に可部、横川の頭文字をとって、「かよ

こバス」と名前を変えたところですが、地元としては、今後、これをどういうふうに活用していく

べきかという大変、重大な責任を持つことになりました。 

その後、かよこ物語という架空のアニメーションを作成したり、

お酒やお菓子などの製品を作成したり、また私の大学の学生がレ

トロバスを題材にした横川サスペンスという映画を製作して、横

川にある映画館で上映されるなど、大きな広がりになったところ

です。 

一枚の写真から一つのレトロバスができ、そして地元の方やそ

の他大勢の方、とりわけ若者が活躍できるというようになってい

ったことは私自身、非常にうれしく思っています。 

単なるバスの復元というだけではなく、馬車が主交通であった

100 年も前にバスを走らせたいと思った当時の関係者の「気合」

のようなものを少しでも体験、経験できたらという思いが、私一

人ではなく、地元をはじめとする皆さんと共有したいということになり、それが、募金、演劇、映

画、ご当地製品の作成、CD 作成などにつながったことは、非常に喜ばしいことと感じています。 

最後に、大事なことは、地域と地域を結ぶという道路があって、そこにレトロバスに乗って、人

と人をつなぐということになりました。今回、横川と可部の人々をつないだ訳ですが、その地域だ

けでなく、様々な地域でイベントを行い、地域の交流が進んだことにつながったことが、レトロバ

スの復元を通じてできたことに自分自身、誇りを持っています。 
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